
実現する会が総会を開催

▲�総会で祝辞を述べる中嶋市長

　
名
阪
国
道
、新
名
神
、名
神
を
結
ぶ
30
㎞
区
間
の
う

ち
、三
重
県
名
阪
国
道
上
柘
植
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

新
名
神
高
速
道
路
甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま

で
の
10
㎞
区
間
を
結
ぶ
連
絡
道
路
の
早
期
事
業
化
を

め
ざ
す「
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
区
間
指
定
を
実

現
す
る
会
」の
総
会
が
こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
商
工
関
係
団
体
や
市
民
で
構
成
さ
れ
る
同
会
の
総

会
に
は
、伊
賀
市
の
同
名
の
会
を
含
め
58
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、来
賓
と
し
て
中
嶋
市
長
も
出
席
し
、新
会

長
に
就
任
し
た
廣ひ
ろ

岡お
か

茂し
げ

樹き

氏
は
、「
我
々
の
世
代
で
地

域
の
活
力
と
安
心
で
き
る
生
活
環
境
を
実
現
で
き
る

よ
う
全
力
を
尽
く
す
。」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
議
事
で
は
、道
路
整
備
が
地
域
の
安
全
と
活
性

化
に
繋
が
る
と
し
て
粘
り
強
く
取
り
組
む
こ
と
の
決

議
が
採
択
さ
れ
、今
後
も
早
期
実
現
に
向
け
伊
賀
市
、

甲
賀
市
の
同
会

と
両
市
が
連
携

し
て
国
や
県
な

ど
の
関
係
機
関

へ
の
働
き
か
け

を
強
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

名
神
名
阪
連
絡
道
路
の

　
　
　
　
　

早
期
事
業
化
を

　
「
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
2
0
1
2
」が
８
月
25

日
、鹿
深
夢
の
森
で
開
催
さ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の

観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
和
太
鼓
を
通
じ
た
交
流
と
文
化
の
振
興
、地
域
の

活
性
化
を
目
的
に
実
行
委
員
会
が
15
年
前
か
ら
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
県
内
外
か
ら
計
７
組
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
が
競
演

し
、市
内
か
ら
は
、小
佐
治
す
い
り
ょ
う
太
鼓
、甲
賀

忍
玉
太
鼓
団
が
出
演
し
ま
し
た
。

　
ま
た
今
年
は
、滋
賀
県
立
伊
吹
高
等
学
校
書
道
部

に
よ
り
、太
鼓
の
演
奏
に
合
わ
せ
た
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
行
わ
れ
、書
き
上
げ
ら
れ
た「
夢
」「
絆
」の

文
字
が
ス
テ
ー
ジ
を
飾
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
者
全
員
で
演
奏
す
る
1
0
0

人
太
鼓
で
、約
1
，3
0
0
名
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。 甲

賀
に
響
く
１
０
０
人
太
鼓

和太鼓サウンド夢の森2012

▲迫力ある演奏を繰り広げる出演者

　
「
親
子
ふ
れ
あ
い
音
楽
広
場
」が
８
月
22
日
、サ
ン
ト

ピ
ア
水
口
で
開
か
れ
、親
子
70
組
約
1
5
0
名
が
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
音
楽
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
、市
教
育
委
員
会
が
家
庭
教
育
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、音
楽
グ
ル
ー
プ「
ほ
っ
と

ら
い
ん
」の
平ひ
ら

尾お

美み

季き

さ
ん
が
、「
コ
カ
リ
ナ
」や
よ
し

笛
で
、童
謡
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、素
朴
な
音
色
を
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

　地域の歴史を再発見するため、地域の史跡などを訪
れる「多羅尾の寺子屋」が８月25日に開催されました。
　当日は、市内の方を中心に20名が参加し、普段は立
ち入りが禁止されている多羅尾代官陣屋跡などを見学
しました。
　信楽の最南端に位置する多羅尾は、江戸時代に代官
を勤めた旗本多羅尾氏の本拠であり、代官所が置かれ
ていました。
　当時の建物は現存しませんが、高台に造成された広
大な敷地や、石垣、庭園などが今も残ります。
　参加者は、歴史文化財課の職員から代官所の役割や、
暮らしぶりなどの説明を受けながら、当時の多羅尾に

思いを馳
せていま
した。

多羅尾代官陣屋跡を見学素
朴
な
音
色
を
親
子
で

▲よし笛の音色を楽しむ親子

▲�当時から残る多羅尾代官陣屋跡の石垣を見学する皆さん

多羅尾の寺子屋

親子ふれあい音楽広場

８月から９月にかけて、市内の小中学校、幼稚園、保
育園、子育て支援センターなどで施設修繕奉仕活動が
行われています。
この活動は、将来のまちの担い手である子どもたち
が、安心・安全で快適に学ぶことができるよう毎年行わ
れているもので、甲賀市商工会（建設業部会水口支部・
土山支所建設部会・信楽建築同業組合）、滋賀県電気工
事工業組合信楽支部、滋賀県建築組合土山支所、甲賀市
管工事協同組合の方を中心に取り組んでいただいてい
ます。
このうち８月28日には、甲賀市管工事協同組合が、

上下水道設備
の点検と修繕
作業を行いま
した。
こ の 活 動
は、甲賀市管
工事協同組
合（42社 ）と
なってから
は初めての取
り組みで、今
回 は22名 の
組合員が参加
しました。甲
賀・甲南地域
の小中学校や
幼稚園、保育園の水道設備や排水設備を点検し、水の止
まりにくい蛇口のパッキン交換やトイレの水洗設備の
調整などを行いました。
皆さんの熟練の技で、電気、水道、左官、大工修繕が行
われ、子どもたちは、綺麗になった校舎・園舎で新学期
を迎えることができました。

子どもたちの施設を快適に 教育施設修繕奉仕活動

▲施設の修繕作業（信楽小学校）

▲トイレの水洗設備の調整（甲南中学校）
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